「教職概論」授業の取り組みとその課題－スポ－ツ健康科学部における教員養成のあり方を求めて－ by 右高, 和生 et al.

























































　平成28年度では、経営学部 1 年生は10名、 2 年生 2 名、スポーツ健康科学部 1 年生146名、合計158
名が「教職概論」を受講した。これは前述したように、同学部在籍数の57％に当たる。

































































































































































   そのためチーム代表者は発表前日までにレジュメ原稿を提出すること。
　③　課題発表者 7 ～ 8 名は、「レジュメ」をもとに、責任を持って「自分のことばで解説、説明」をし、
全員からの質問を受け、自分たちのわかる範囲内で回答し、意見の交換ができる場面の設定をする
ように、毎時その指導を重ねること。













 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
（1）「課題」に対して主体的、意欲的に取り組むことができたか。
　次の図 1 - 1 と図 1 - 2 は、平成28年度「教職概論」出席率である。 3 限の欠席の平均は、3.3名、 4 限
の欠席の平均は1.5名であった。その時の体調や諸事情により出欠席は変化する。ベネッセ教育研究所の
「大学生の学習・生活実態調査報告書」11）によれば、 1 年生の全国平均9割以上出席している割合は76％





図 1 - 1 　（受講学生数106名）







図 1 - 2 　（受講学生数52名）



















ない（ 1 点） （評価平均値）
3 限96名 15 20 44 8 9 3.25













ない（ 1 点） （評価平均値）
3 限91名 24 33 27 6 1 3.80
4 限42名 12 21  9 0 0 4.07
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「教職概論」授業の取り組みとその課題
　表 1 から、「シラバスから教職概論授業の情報を得た」人数は 3 限で96名中35人（37％）、 4 限で50名
中27名（54％）、逆に「得たとは思わない」や「どちらともいえない」は 3 限合計61名（64％）、 4 限23
名（46％）と多い。授業を受ける前の「教職概論」への興味や関心、意欲の高い数値は出ていない。
　次に、表 2 では、その後、授業を受けてみて（授業の終盤になって）の調査「この授業に積極的に取り
組んだか」では、「そう思う、ややそう思う」が 3 限合計57名（63％）、 4 限合計33名（79％）の結果と
なっている。しかし、「どちらともいえない」が27名（30％）、「全くそう思わない」「ややそう思わない」
が 3 限 7 名（ 8 ％）で、 3 限平均3.80となっている。
（2）学習内容の理解度について




もいえない」では、 3 限38名（40％）、 4 限では12名（24％）となっており、シラバスの目標到達には不
十分だと捉えた方がよい結果が示されている。
　表 4 「授業内容の理解度」について、「そう思う」と「ややそう思う」合わせて 3 限66名（69％）、 4
限42名（84％）となっており、理解度が高い状況が示されている。しかし「どちらともいえない」と回答























ない（ 1 点） （評価平均値）
3 限95名 16 38 38 3 0 3.71













ない（ 1 点） （評価平均値）
3限95名 28 38 27 2 0 3.97
4限50名 16 26  8 0 0 4.16
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図 2 - 1 図 2 - 2
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「教職概論」授業の取り組みとその課題
　その他の内容では、「積極的に参画できた」 3 限 9 名、 4 限 2 名、「褒めてもらえて嬉しかった」 3 限
1 名、 4 限 2 名、また「人として成長できた」等が述べられていた。
（4）「教職概論」の学びの後の「興味・関心・態度」と意欲について
　「教職概論」の授業について、学内調査の「2016年秋　授業アンケート」12）から、表 6 、表 7 のような
結果が示された。
　表 6 「授業内容への興味・関心が増したか」について、「そう思う」と「ややそう思う」合わせて 3 限
61名（65％）、 4 限40名（80％）となっており、 3 限と 4 限での差が出ている。また「どちらともいえ
ない」「ややそう思わない」と回答している学生が、 3 限33名（35％）、 4 限10名（20％）となっており、
しっかり受け止める必要がある。
　次に表 7 「自分で調べ、考える姿勢が身についたか」について、「そう思う」と「ややそう思う」合わ
せて 3 限62名（65％）、 4 限34名（69％）となっている。これに対して「どちらともいえない」「ややそ





3 限94名中 4 限50名中
1 教師になることの責任と厳しさを実感 21名 　　9名
2 友だちと協力しての発表は今後に生かせる 16名 14名
3 友だちの発表で発見や気づきが多くあった 7名 11名













ない（ 1 点） （評価平均値）
3 限94名 25 36 31 2 0 3.89













ない（ 1 点） （評価平均値）
3 限95名 30 32 31 2 0 3.95













ない（ 1 点） （評価平均値）
3 限95名 27 44 24 0 0 4.03
4 限50名 19 21  9 0 1 4.14
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 東海学園大学教育研究紀要　第 2巻第 1号
　表 8 、授業の満足度「そう思う」「ややそう思う」合わせて 3 限71名（75％）、 4 限40名（80％）と
なっており、一緒に授業を作ってきた受講生からの励ましの声として受け止めたい。しかし「どちらとも
















という回答者が 3 限と 4 限合わせて36名、「授業内容はよく理解できたか」の問いに「どちらともい
えない」という回答者数計35名、「授業は総合的に見て満足のいくものか」の問いに「どちらともい






　事前アンケートと事後の「レポート」からの変化 3 限94名 4 限50名
いっそう教師になりたいと思った 71名（-18.2％） 32名（-23.5％）
※「いじめのない」学校にし、教師になる 16名 14名
1 一人ひとりの生徒と向き合える教師（（個性、長所を伸ばす） 44名（+18名） 29名（+16名）
2 生徒のことを第一に考え、責任感のある教師 26名（+23名）  4名（+ 1名）
3 生徒、保護者、先生方から信頼される教師 22名（+ 3 名） 12名（+ 0 名）
4 「人、教師として」生徒とともに学んでいける教師  9名（+ 8 名）  2名（+ 1 名）
表10　事前アンケートと事後レポートの内容比較：「減少した内容」※複数回答あり
1 担当教科の技術を正しく教える。楽しさを伝える教師 17名（- 6 名） 6名（-10名）
2 生徒の見本となり、目標とされる教師  8名（- 3 名） 3名（- 2 名）
3 生徒の将来の手助けができる教師  6名（- 5 名） 3名（- 2 名）
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